
［自治体×市民］

協働対策ゼミ
～第２回協働環境調査から読む、協働の傾向と対策～

環境・福祉・防犯等、生活課題が複雑かつ多様になる中、多くの地域では、市民（ＮＰＯ）
と自治体との「協働」による課題解決が模索されています。
その手法も、条例・指針策定に際して市民参画の機会を設けることや、自治体が掲げたテー
マについて協働して取り組むＮＰＯを公募方式で募集・選定する等、とみに多様化してきて
いるところです。
この会合では、協働に関する施策の策定・実施プロセスや実践手法といった、全国的な「協
働環境」の実態を踏まえ、市民（ＮＰＯ）・自治体それぞれにおける課題を検証します。
市民（ＮＰＯ）・自治体双方はもとより、社会にとって効果的な「協働」を、実態データと
ともに考察し、明日からの協働の実践に活かしましょう！

〒810-0001　福岡市中央区天神４丁目1-28-506
Tel  092-751‐6042　　Fax 092-751‐6043
http://www.npo-an.com　　info@npo-an.com

日　時／２００６年２月１５日（水）　１３時～１７時　（開場１２：３０）

場　所／「宗像ユリックス」　２Ｆ　　会議室１
          　 

参加料／今回の報告書を事前にお持ちの方＝2,000円 （ＮＰＯ・行政とも）
　　　　　　当日会場で報告書を購入される方 ＝8,000円 （　     　〃　 　  　）
*ご参考：報告書は１冊6,300円。第一回調査報告書をお持ちの方は割引価格でご購入いただけます。

対　象／自治体関係者 *とりわけ、ＮＰＯとの協働推進の担当者や、協働に係る各種施策の担当者 等

ＮＰＯ関係者 *とりわけ、自治体との協働事業を実践している方や、関連施策の各種委員等に
携わる方、あるいは自治体との協働の予定・計画がある方 等

定員４０名

内　容／第一部＝調査概要の報告、質疑応答

第二部＝宗像市の市民参画条例のご紹介 （宗像市ご担当より）

意見交換：よりよい協働環境を実現するために

主催者やＮＰＯ等からコメント、行政側からの課題認識などを、

フリップ・ディスカッション形式で共有

参加オプション

オプション①会終了後、ＮＰＯと自治体との協働を体感するフィールドツアーをご用意。

オプション②上記フィールドツアー終了後、交流会を行います。

主　催／特定非営利活動法人　ふくおかＮＰＯセンター

共　催／ＩＩＨＯＥ［人と組織と地球のための国際研究所］

協　力／宗 像 市

申込・問合先／特定非営利活動法人　ふくおかＮＰＯセンター

福岡県宗像市久原４００番地 ／ 会場施設Tel.  0940-37-1311

*「協働環境調査」とは・・・
各地域において、自治体とＮＰＯが、全国や地域内の傾向を理解し、協働の環境を共に育てるためのきっか
けを提供するべくＩＩＨＯＥ[人と組織と地球のための国際研究所]（事務所：千葉県）が2004年度より実施。
今年度は、全国２５の市民活動支援センターの協力のもと、２回目の調査を実施。昨秋に報告書が完成。

ＮＰＯ法人「エムワイピー」 http://www.hosizora.com/ が管理・運営する、「宗像ユリッ
クスプラネタリウム」を17時15分頃より見学します。報告会会場と同じフロアです。

福岡県内・外の関係者が会するチャンスです。ネットワークづくりや情報交換のひとときに
どうぞ。（特急列車停車駅・ＪＲ「赤間」駅近辺の飲食店にて予定。実費を各人で負担）


